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   平成２８年度第４回府中市地域公共交通活性化協議会の開催について（通知） 

 

 

 時下益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。 

府中市公共交通の推進につきましては、日頃からご協力いただき厚くお礼申し上げます。 

さて、見出しの件についてですが、書面よりご審議いただきたく、別添のとおり議案を発

送いたします。 

つきましては、議案をご確認していただいた後、平成２９年１月１１日（水）までに別添

表決書を送付いただきますようお願いします。 

 

［添付資料］ 

 （１）議案集 

 （２）表決書 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1号議案  平成２８年度地域公共交通確保維持改善・事業評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別添１

平成29年1月13日

協議会名： 府中市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

(株)中国バス
府中市役所～道の駅びんご府
中～府中市民病院～府中市役
所

新たにオープンした道の駅を交
通結節点とすることにより、高
速バス、在来路線バスと乗継を
改善した。

Ａ
計画通り事業は適切に実施
された。

Ａ
年間利用者数は17,879人
で、目標の17,000人を超え

た。

交通結節点である道の駅で行
われる催しに合わせ、バス利用
のイベントを企画することにより
新たな利用者の開拓を行う。



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　府中市は、平地部、中山間部を含む多様な地域特性を有しており、居住する集落北部では人口減少の傾向が著し
く、高齢化率も非常に高い状況となっている。
　本市の公共交通の状況は、幹線的な交通機関として、旧上下町、旧府中市の中心部を結ぶ路線バス、ＪＲ福塩線が
運行しており、特にその中心を担う路線バスについては、民間バス事業者が撤退した路線を本市が引き継ぎ、廃止代
替バスとして事業者に委託し運行している路線が大半となっている。そのため事業の採算性は低く、その支出が市に
とって多いな負担となっている。
　しかし、公共交通はまちづくりの重要なネットワークを担っており、中心市街地と周辺地域を結ぶものとして、各地域
に合わせた交通体系を整備してきたところである。
　とりわけ、市街地循環バスは周辺地域との交通結節点であるＪＲ府中駅、道の駅や市役所を網羅し、また、市民生活
に欠かせない通院や買い物を目的とした施設を効率よく巡回できるようルートを設定している。
　今後、新たな交通結節点として整備された道の駅を中心に市内循環便の重要性は高まるものと想定している。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

平成28年1月13日

協議会名： 府中市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



別添１

平成29年1月13日

協議会名： 府中市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

アシナトランジット(株)
スロープ付タクシー車両の導入
（２台）

Ａ
計画通り事業は適切に実施
された。

Ａ
平成３２年までに１０台の目
標に対し、５台の福祉タク
シー車両の導入となった。

引き続き福祉タクシーを増加さ
せ、高齢者や障害者が利用し
易い環境の構築を図る。



平成２８年度 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価
府中市地域公共交通活性化協議会

生活交通確保維持改善計画（地域内フィーダー系統）の概要

府中市の概要 協議会の構成員

協議会の主な取り組み

・平成１６年４月に１市１町が合併
・人口 42,563人（平成22年度国勢調査）
・面積 195.75㎢

府中市 市民・利用者代表 ㈱中国バス 中国タクシー㈱
(一社)広島県タクシー協会 労組代表 広島運輸支局
広島県 道路管理者 府中警察署 学識経験者
その他行政

・利用者ニーズに合わせた路線バス等の再編
・モビリティマネージメントによる公共交通利用促進事業
・交通空白地域におけるフィーダー交通の導入
・過疎地域や交通不便地域における区域型及び路線定
期型のデマンドタクシーの運行
・市街地循環便利用促進キャンペーンの実施他

概 要

協議会における検討

協議会の開催状況 ４回開催
・第１回（５月２０日）決算・予算、事業計画、確保維持
改善計画、生活交通改善事業計画について協議
・第２回（８月２２日）規約一部改正、路線の一部変更
について協議
・第３回（１０月１７日）確保維持改善計画の変更につい
て協議
・第４回（１月１２日）事業評価について

別添２

府中市は、平地部、中山間部を含む多様な地域特性を有している。府中市の公共交通の状況は、幹線的な交通機関とし
て、旧府中市と旧上下町の中心部を結ぶ路線バスとJR福塩線が運行しており、特にその中心を担う路線バスについては、

大半が廃止代替えバスとして事業者に委託して運行している。
そのため事業の採算性は低く、府中市にとって大きな負担となっている。一方では、マイカーを自由に利用できない高齢者を中心に公共交
通の必要性は高まりつつある。特に、中心市街地には、医療施設・商業施設・公共施設が点在しているにも関わらず公共交通機関の少ない
地域であった。利用者がイメージし易い、交通結節点を中心とした交通体系を構築するとともに、利用実態・バス運行希望の多い中心市街地
への移動サービスの充実を図り、持続可能な地域内交通を確保・維持する取り組みとして、中心市街地と市街化区域をカバーする地域内幹
線系統として、平成22年10月から市街地循環便「府中ぐるっとバス」の本格運行を開始した。



定量的な目標・効果

地域住民の意見の反映

府中ぐるっとバス
（目標）・年間当たり利用者数を17,000人とする（昨年度実績 14,871人）

（効果）・当該路線を維持することにより、利用実態及び運行実績の多い医療機関、商業施設が集積する中心
市街地移動サービスの充実が図られる。また、交通結節点であるＪＲ府中駅や地域幹線バスとの乗
り継ぎが容易な運行ダイヤの設定を行うことにより、広域的な移動利便性が向上する。
・地域内の移動の利便性向上、公共交通空白地域の削減、地域特性・利用者特性に応じた多様な地
域内移動サービスが確保できる。

・平成２８年１月～２月に行った府中ぐるっとバスが運行する
中心市街地を対象にした市民意識アンケート（2,000人対象）
では、市街地東部への運行延長や逆回りでの運行を望む意
見などがあった。今後は、平成２８年１０月末に開業した道の
駅が交通結節点となるため、運行状況を確認し、利便性の向
上へ向けて検討する。

府中市地域公共交通活性化協議会 事業の評価

実施した利用促進策昨年度の自己評価に
対するフォローアップ

・新たに整備した道の駅を交通結節点とするため、高速
バス、路線バスに合わせ、市街地循環バスである府中ぐ
るっとバスの乗り入れを開始した。

昨年度の運輸局二次評価に
対するフォローアップ

・交通結節点となる道の駅の開業に合わせ、例年行っている
クリスマスデコレーションを、保育所の園児に行わせることに
より、主な利用者である高齢者とは異なる世代の利用者の
開拓を行った。

・冬期は外出を控える方が多くなり、バスの利用者も減少
傾向である。このため、運行事業者と協力し、クリスマス
シーズンに合わせ、保育所の園児により、車両内を装飾
し、利用者が楽しく利用できるような環境作りに配慮した。
・運行ルートの変更に合わせ、ルート図が乗った時刻表
を新聞折り込みに入れた。



事業実施の適切性

目標・効果達成状況

事業の今後の改善点

府中市地域公共交通活性化協議会 事業の評価

市街地循環バス：
・計画どおり適切に実施されている。
・1日13便１周約40分の運行は利用者にも分かり易く、定着している。

（目標）・年間利用者数は17,871人で、目標17,000人を達成した。
→市民病院改築工事による、利用者への無料乗車券が要因である。今後の継続的な利用者の確保の検討が必要である。
・JR府中駅や地域幹線バスへの乗り継ぎに適したダイヤでの運行
→１日13便１周約40分の運行により、JRや地域幹線バス路線への乗り継ぎも利用者に分かり易いダイヤで運行している。
・利用状況に応じた運行曜日及び運行便数の設定
→利用の多い医療機関、商業施設などの付近にバス停を設け、利用頻度の多い運行曜日（月～土曜日）及び時間帯（8:00～
16:00）を設定し、運行時間も概ね40分間隔での運行ができた。

（効果）買い物や通院など日常の移動手段を確保維持することができた。また、幹線バスに接続している ため広域的な移動も可能
である。

利便性の向上（日常生活行動に合致したダイヤの設定、JR、幹線路線バスとの乗り継ぎ改善、
既存の交通空白地域や個別施設への乗り入れ等）に配慮した交通手段の確保ができた。

平成２８年１０月にオープンした道の駅は交通結節点としても整備されており、広島行き高速バス、
在来路線バスなどの乗り入れと同時に市街地循環バスも乗り入れている。これにより市街地内
の移動をより便利にするとともに、新たな利用者の開拓を行う。

・利用拡大のためのモビリティマネージメントの実施
→高齢者等の交通弱者に対し、バスの乗り継ぎ方や市街地循環バスの乗車体験をすることにより、沿線付近以外の住民の利用者
拡大を図る。
・市街地循環バス沿線付近の公共施設での協同イベントの開催
→沿線内には、道の駅や児童会館など集客できる公共施設が点在している。各施設でのイベント開催時に合わせ、市街地循環バス
を利用を促すキャンペーンを実施し、従来とは違う新たな利用者を掘り起こす。



交通体系図 別紙

路線バス デマンドタクシー



運行系統図 別紙

系統名
運行形態
運行日・便数
運賃

府中市役所～リ・フレ～府中市役所
４条路線
月～土曜日（12/29～1/3、祝日除く） １日１３便
１乗車につき大人（中学生以上）１５０円、こども（小学生）８０円、小学生未満（保護者同伴必要）無料


